
ミヤマセセリ

104ミヤマセセリ

(Erynnis montanus montanus) 

■ 分布の状況
ミヤマセセリの周年経過

国外では朝鮮半島、 中国大陸からロシア極東地域に

かけて分布する。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州

に広く分布する。

県内のほぼ全域に分布し個{�数も比較的多いが、 近

年少なくなっているように思われる。 淡路島では個体

数が少ない。

■ 生息環境

山地や丘陵地の雑木林の林縁、 里山環境を生息封］と

する。 分布は広く比較的個体数の多い種である。 養父

市八鹿町妙見など700mを越える高地にも生息し、低地

の雑木林でも見られる。

しかし雑木林があればどこにでも生息しているよう

に思われがちであるが、 生息環境には敏感なようで、

六甲山麓にある諏訪山公園では5カ年間の観察でも見

られない。 また神戸市西区でも里山環境のある寺谷で

は田畑でも見られるが、 田園地帯の岩岡では見られな

vヽ゜

■ 生態

【成虫の発生時期】

成虫は3月下旬,..,_,5月下旬にかけて年1回発生し、 ヒ·

クは4月中旬である。

【食餌植物】

コナラ、 ミズナラ、 クヌギ、 カシワなどコナラ亜属

が食樹として知られているが県内で確認された食餌植

物はコナラだけである。

年の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（バラ科）ヤマザクラ，（マメ科）フジ， レンゲソウ，（スミレ科）ス

ミレ

発生信体数
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ダイミョウセセリ

105ダイミョウセセリ

(Daimio tethys tethys) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、台湾、中国からロシア極東地域、

ビルマなどに分布する。国内では北海道南西部、本州、

四国、 九州に分布する。

県内のほぼ全域に分布し個体数も比較的多い。 平地

から丘陵地、 山地の明るい雑木林やその林縁が主な生

息場所である。 樹林の周辺の明るい所には食草のヤマ

ノイモ、 オニドコロなどの生育場所となっており、 本

種の生息の環境と一致している。

■ 生態

【成虫の発生時期】

4月下旬---...,g月にかけて年3 回程度発生する。

第 1 回目の成虫のヒ
°
ークは 5月下旬で第2回目の小さなヒ

゜

ークが7月下旬に見られ、以降は3回目の個体の明確なヒ
°

ークがみられないが、連続して成虫は9月下旬まで見ら

れる。

神戸市西区寺谷では6月中旬、 7月中旬、8月下旬---...,g

月上旬の3 回の発生が見られる。6月中旬は 1 回目の遅い

個体と思われる。

養父市八鹿町力睛韻gでは1回目が5月下旬---...,5月上旬、

2回目が7月中旬---...,8月上旬、3回目は8月下旬---...,g月上旬

に見られる。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（ヤマノイモ科）オニドコロ，カエデドコロ ， ヒメドコロ，ヤマ

ノイモ

竿の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（フジウツギ科）プッドレア， （マメ科）レンゲソウ，（アカネ科）

ヘクソカズラ，（タデ科）ママコノシリヌグイ

ヤ マノイモの菜をつづったダイミョウセセリの巣

ダイミョウセセリの周年経過
発生個体数
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キパネセセリ

106キバネセセリ

(Bibasis aquilina chrysaeglia) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国、 ロ シア極東地域に分布す
る。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に分布する。
近畿以西では山地性となる。

兵庫県版レッドデータ ープックではCランクに選定
されている。

県内での生息数は極めて少ない。1955年8月2日,--..,5
日に氷ノ山越800,.....,1, OOOmで2頭の目撃記録が福知山
高校生物倶楽部のPLANKTON特別号の報告で発表されて
おり、 これが県内の最初の記録である。

氷ノ山、 鉢伏山、 蘇父岳山塊、 三国岳など県北西部
の山地が分布の中心である。

■ 生息環境

県北部の落葉広葉樹林周辺の明るい草地や渓流沿い
に姿をあらわす。採集場所の標高は400 m,...._., l, OOOmが
ほとんどであるが、 新温泉町（浜坂町）城山のように海
に面した低地の森林にも記録がある。 ただ記録の数が
少なく、 正確な垂直分布の確認には今後の調査を待ち
たい。

本種の食樹ハリギリは、 県内ではプナ帯から暖地ま
で県内の全域に分布している。 南部では希な種である
が、但馬では比較的多いので、 ハリギリの分布調査と
併せて調査をすることで、 新しい産地の発見を期待し
たVヽ0

■ 生態

【成虫の発生時期】

年1回7月中旬頃に羽化するようで、県内の記録はい
ずれも7月中旬から8月中旬にかけてである。

【食餌植物】

他県では（ウコギ科） ハリギリを食樹としており、 県
内で食餌植物は確認されていないがハリギリと思われ
る。

凡 例

.:1�o!mrui 
△ 山(1000m未潰）

京都府

キバネセセリの県内分布

標高

1000m以上
900-1000m

800-900m
700-SOOm
600-700m
500-600m
400-SOOm
300-400m
200-300m
100-200m

0-100m
L 

゜ 2
 

3 

箇所数

キバネセセリの垂直分布
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キパネセセリ

年の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（リョウプ科）リョウプ （ミカン科）カラスザンショウ

キバネセセリの周年経過

発生個体数
8 
7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 

上 中
7 月

下 上 中 下
8 月

■ 採集記録

三国岳北麓（目） -VJ- 岡本 消14

豊岡市II祁町金山 ld' 16-VIl-1978木下賢司14

II II 名色林道 ld' 18-VII-1978木下究司14

香造町村岡区（村岡町）兎和野高原
11 11 ld' 23-VIl-]973福原孝好14

香美町小代区漢方町）小代渓谷ld'7-VIIl-1992永幡嘉之14

新i乱泉町（浜坂町）芦屋城山 l早17-VTI-1994 1J"t. 京 隆陪

淡父市大展urr,杵杉峠 Id' 12-VII-1960中尾淳=14

投父di C関宮町）福定 Id' 15-VIIl-1988永幡謀之 14

II II 氷ノ山 lcxs (目） 2~5-Vlll-1955 14 
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107アオバセセリ

(Choaspes benJ盃inii japonica) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 台湾、 中国大陸南部、 インドシ
ナ、 マレー半島、インドなどに広く分布する。国内では

本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。
アオバセセリの食餌植物は、 スミナガシと同じアワ

プキ科の植物で、 県内の分布もスミナガシと同様に広

いが、生息場所は限られる。未調査の地域が多いので、
よく調べれば分布域はまだまだ広がるものと思われる。

淡路島にも分布している。

■ 生息環境

淡路島では食餌植物が常緑のヤマビワで、 常緑広葉
樹林の林縁、 山道などで見られる。 本州側では、 落葉

広葉樹林を主な生息地とし、 落葉のアワプキ、 ミヤマ
ハハソが生育する林縁、 林間、 山道などで見られ、 雄

は山頂でも見かける。垂直分布は低地から700m以下付
近でまでが多い。

■ 生態

【成虫の発生時期】

4月下旬~8月下旬にかけて年2回発生する。
第1回目は4月下旬から6月中旬まで見られ、ヒ

°
ー クは5

月中旬である。第2回目は7月中旬から8月下旬まで見ら
れるが、明確なヒ

°
ー クは見られないが7月下旬から8月中

旬にかけてが中心である。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（アワプキ科） アワプキ，ミヤマハハソ，ヤマビワ

亭の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（グミ科）グミ，（ミツバウツギ科）ミツバウツギ，（ユキノシタ科）

ウツギ， ノリウツギ，（ユリ科）ニラ， ネギ



アオパセセリ

凡 例

．採

△ 山(IOOOm以凶

△ 山(IOOOm未潰）

京都府

アオバセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-1000m

800-900m

700-SOOm

600-700m

500-600m

400-SOOm

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m

゜ 5 10 15 20 

箇所数

アオバセセリの垂直分布
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■ 採集記録

川西市妙見山 l早 -Vll-1967和田幸夫2

II 笹部 17-V-1970仲田元亮2

＂ 大和 25-V!Il-1980仲田元亮2

II 妙見湘暉 lex 08-Vlll-1968柾 隆史2

＂ 黒川 5幼虫 27-IX-1997 2 

猪名川町大野山数頭 12-VDl-1990鍋品五郎2

II f-阿古谷 lex 31-VIJ-1998360 

三田市藍本 ］早 14-VIIl-1968麻橋邦明2

＂ 上胄野］幼虫 06-VII-I 997 2 

II 本庄 l早 14-VID-1968高橋邦明2

II 乙原 2幼虫
2 

宝塚市切畑 13-VIIl-1988 2 

JI 普明寺 （目） 10-Vlll-1975 2 

西宮1饂松町 Jex 23-Vlll-1969 山田英男2

戸屋市城山 20' 06-VI-1976西 隆犀

【神戸市）

六甲山 I a' 05-VT-1951吉坂道雄2

摩耶山 三木進2

灘区伯舟野山付近lr:J" Ol-Vl-1968柾 隆史2

II 青谷

北区道場

lex 03-Vf-1966芝木進2

5幼虫 17-IX-1983有Ill 斉2

II 山田町山の街l早

-=k市志染中

2'1-VII-1960尾崎剪

-IX-1978小倉 滋
2

II 安福IA -IX-1978小介 滋
2

多可町加美区ゆ11美町）三国岳多数 02-V-1959猪俣—岡本2

姫路「屑f-前町熊部 lo' 03-V-1985広畑政巳2

II II 雪彦山 2o' 16-V-1967米村和繁

姫路市安窟町安志 3o'J早 13-V-1964尾崎 勇2

市川町上牛尾半瀬lo' J'1-Vlll-1980広畑政巳2

神河町（大河内町）川上Jo' 08-VI-1975広畑政巴

II II 長谷 lo' 18-V-1975石井為沢

II II 深JJJ 3o' 08-Vf-1975イi)臣為沢

II II ヒ小田 1� 26-V-1968尾崎 勇2

II II 砥蜂祁原J o' 29-V -2000近藤伸 ・

たつの市新宮町て柏野lo' 29-[V-19釘店村巌2

宍粟市山崎町屈沢3o'浮 23-V-1975店村巌2

＂ ＂ Kの下Id"' 10-V-1995人束康人2

宍粟di —'宮町--r-町28' 21-V 1967米村和繁2

II ＂ 志介 幼虫 16-VH985近藤仲ー2

＂ ＂ 幅知 幼虫 05-Yn-1987広畑政巴

II ＂ 公文 68" 20- V -l 968岩村 巌2

＂ ＂ 日間1 I早 2L-V-1968沿村巌

＂ II 小原 lei' 27-V-1975 _:iサ村綬

＂ ＂ 介床 1i 18-V-1975尾崎野



アオパセセリ

11 II 藤無山林道18'1年05-V-1998大束康人2

宍粟市波賀町赤西渓谷18'1早18-V-1975広畑政巳2

II II 音水 28' 21-V-1968岩村 巌2

II II 日ノ原 28' 24-V-1968岩村 巌2

11 11 原 ld'l早 15-V-1999 366 

II II 坂の谷林道 18' 12-Vlll-2000山岡万寿夫邸

相生市大谷町天ケ台

II 矢野町三深山

II 矢野町ニツ木

赤穂市尾崎

上郡町大山寺

II 梅谷

佐用町（上月町）須山

II II 西新宿

佐用町平福

II 上石井

II 奥海

豊岡市栃江

II 三開山

II 河梨峠

II 妙楽寺

II 滝

II 下鶴井

豊岡市城崎町来日

豊岡市竹野町阿金谷

I rJ1 ll-VIl-I 956米村和繁

l早 09-VIll-1957唐土洋一2

lrl' 29- IV-1965岩村 巌2

lrl' ー I X-1962山本康彦2

lrl' 20-VIll-1967唐上洋一2

2rJ1 I早 27-VIll-1967中浜 潔2

lrl' 19-V-1963岩村巌

lrl'(撮 5-V-1999広畑政巳

lrl' 30-.IX-1980祁島 l沼

lrl' 23-IX-1981麻島 昭2

3rl'3-'?- 16-V-1981商島咽

浮 14-V-1991宮垣協次2

lrl' 22-V-1963木下究司2

lrl' 14-V-1966木下究野

22-V-1973谷角素彦2

05-V-1968吉田

20-VI-1971足立義弘2

1 rJ1 J,1-V -I 975木下喪司2

lex 25-N-1964,」泄奇茂樹2

豊岡市日高町稲菜 2exs 31-Vll -1953 1J齢汀俎研

II II 稲菜三川山山麓1年21-VlJ-]994大東康人2

II II 金谷 Id" l7-V-19印木下究司2

II II 金山廃村 ld" 16— V-1982前平照雄2

II II 名色淋道 1年 31-V-1979福井丈厨苛

II II 大岡（大岡山） 2d' 14-V -1980木下賓司2

II II 森山

II II 阿瀬渓谷 31-Vll-1977谷角素彦2

II II 三川此妙見山 2

豊岡市出石町桐野 la' Ol-V-1968木下密司2

香美町村岡区（村岡町）耀山 1年 12-VI-1978木下究司2

II II 大笹 終令幼虫 09- X -1984近藤伸一2

新温泉町（湿泉町）切畑 幼虫 30-Vll-1981広畑政巳2

II II 肥前畑 lex 04-V-1983黒井和之2

II II 扇ノ山

II II 海ヒ

II II 霧ヶ滝

義父市)\J鹿町石原

蓑父市（関宮町）外野

lex (目） ]3-VD!-1988近涌悧巾

lex(目） 13-VDl-1988近涌悧巾一2

lex (目） 13-VDl-1988近涌悧巾ー2

lex 2-VI-2001近涌唇伸一

lif' 20-V-1962岩村 巌2

II II 福定 lex (目） 14-VIIl-1988近藤伸一2

II II 大久保 lo' 09-VIIl-1967宮武

II II 鉢伏山 lo' 07-VIIl-1967宮武

II II 束鉢伏 l rJ'o 03-VIIl-1 980近藤伸一2

II II 尾崎H600 1卵 28-V-2001西衡,�-

II II 氷ノ山 2

投父市大屋町藤無山

II II 須留ケ娩

II II 天滝

II II 横行

lrl- 05-VI-1979福井丈嗣

lrl- 06-Vl-1983福井丈嗣2

幼虫 15-IX-1981近藤伸一2

1年 18-VH983高島 昭2

II II 筏 2exs ll-V-2001近藤伸一

朝来市和1・日山竹ノ内（糸井谷） lo" 16-V-1978木下究15"2

II II 藤和 lex l6-V-1999竹井 一 178

朝来市生野1町栃原 '1o" 08-VI-1975森下泰治2

丹波r肪氷上町三原 中令幼虫 9-X -2001近藤伸一

篠山市藤岡ダム 1年 24-VIll-1997柾 隆史2

篠山市今田町四斗谷 1年 25-V-1996 2 

洲本市鮎屋 1-'?- 19-VIll-1990菊池宏案

II 三熊山 噂 23-VII-1977近藤伸一2

／， 山手I Tl I lex 27-VII-1977近藤伸一2

淡路市（律認町）常隆寺山Jex(目）ll-VIll-1970登I」邦明2

アオバセセリの周年経過
発生個体数
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ギンイチモンジセセリ

108ギンイチモンジセセリ

(Leptalina unicolor) 

■ 分布の状況
京都府

国外では朝鮮半島、中国東北部からロシア極東地域

に分布する。 国 内では北海道、本州、 四国、九州に分

布するが、 いずれも産地は局地的である。

環境省のレッドリストでは準絶滅危惧、兵庫県版レ

ッドデー タ ープックではBランクに選定されている。

県内の分布は極限され、県南東部（神戸市北区と三田

市付近）、中部（神河町 （大河内 町）、朝来市生野町、多

可町加美区、 丹波市青垣町付近）、北西部（氷ノ山山麓

部、三室山付近一帯）の3地域に限られている。

県南東部では神戸市北区道場 町は多産地であったが、

最多産地であったJR道場駅東の武庫川河川沿いの草

地が、土地の改変などで食草の1つであるオオアプラス

スキの群落が減少し、 ギンイチモンジセセリは激減し

た。 2000年代に入り法西浩氏によって三田市 南部で多

くの生息場所が確認された。

中部はもともと個1'M数の少ない地域であったが、 近

年は更に少なくなり、 ほとんど見られなくなった地域

が多い。

北部では氷ノ山山麓の地域がまだ健在であるが、当

地も個体数は少なくなった。

■ 生息環境

日当たりのよい草原や、河川敷、堤防などを好む。

県南東部の生即也は武庫川河川敷及びその周辺のス

スキ原が中心である。 中部及び北部は尾根部や山頂部

の火山灰が堆積した台地状の明るいススキ草原や、ス

キー場などが主要な生息環境である。

垂直分布は 県南東部では100�200が中心であるが、

その他の生即也は200mから1000mを越える地区まで

分布している。

■ 生態

【成虫の発生時期】

法西 浩(2004)によると兵庫県南東部の神戸市北区

道場町から三田市にかけての地域では、 周年発生回数

は年2回で、第1 化は4月中下旬から5月上旬にかけて発

ヽ
、

県
バ
閲

ヽ

ギンイチモンジセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-lOOOm

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m
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箇所数

ギンイチモンジセセリの垂直分布

生し、 第2化は7月上旬から中旬にかけて発生する。 し

かし同地では9月の記録も確認されており年3化の発生

の可能性を指摘している。
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県中北部では6月中下旬が発生のピークで基本的には

年1回の発生と思われるが、 2004年の鉢伏高原の観察で

は年2化の発生が認められた。 1回目が5月23日、 2回目

は8月13日であった。当地では1回目、 2回目とも個体数

が少なく、全てが2化しているのかどうかは不明である。

ただ近接した東鉢状では同年の7月19日に多数の新鮮

な成虫を確認しており、これらは年1化のものと思われ

る。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物は三田市の河川敷でヨシ

という記録818があるが、この周辺に分布するのはツル

ヨシであり、この記録もツルヨシであると思われる。

【吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は(キク科)サワオグルマ

だけである。

臆　採集記録

神戸市北区道場町10♂5♀　7-Ⅴ-1986高橋邦明14

西宮市山口町下山口1♀ 1ひ-V-1騰1尾崎　勇14

三田市梅の木1♂1♀ 13-V-1977広畑政巳14

II　下田中　2exs　3-Ⅴ-2003　法西　海捌

II　広野　3♂ 14-Ⅳ-2002　法西　活劇

II　大畑　2♂ 14-Ⅳ-2002　法西　活劇

II　東山　3♂2♀　28-Ⅳ-2002　法西　活動

II　宮脇1♀　3-Ⅴ-2003　法西　海捌

II　東野上　4♂2♀　4-V-2003　法西　活動

覚生個体敬
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0

II　西野上　6♂1♀　4-Ⅴ-2003　法西　活動

II　井ノ革　2♂ 13-Ⅶ-2003　法西　洋捌

II　長坂　　2♂ 13-Ⅶ-2003　法西　海靖

三木市吉川町毘沙門　1♂　6-Ⅸ-2003　山岡万寿夫9)3

II　吉安　　l♂　3-Ⅶ-2004　戸刈　淳919

三木市　　　　　　　　　　-1938延原　肇14

三国岳　　　　　　　　　　　　山口福男14

多可町加美区伽美町)市原10exs(目) 1㌻Ⅵ-1987佐藤邦夫14

神河町(大河内町)砥峰　l♂　2-Ⅶ-1975石井為久14

II II　峰山　3♂1♀　26-Ⅵ-1966米村和繁14

// I/長曽　1♀　2-Ⅶ-1975石井為久14

宍粟市波賀町道谷　　多産14

宍粟市千種町千種14

II II　三宝高原　3♂ 10-Ⅶ葛1973尾崎　勇14

II II　鷹巣　1♂2♀ 16-Ⅴ-1982広畑政巳14

II II　河呂　　1♀　25-Ⅴ-1958山本広一14

香美町村同区(村岡町)満州山林道5exs ll-Ⅵ-1989徳岡正巳14

II II　ハチ北高原　　　　　　　相坂耕作14

香美町中代区(美方町)新家1ex目撃　23-Ⅴ-2004　立岩幸碓

II II lex目撃13-Ⅷ-2004　立岩幸雄

新温泉町(温泉町)扇ノ山　　6exs　28-V「1991永幡嘉之14

養父市(関宮町)鉢伏山1♀　2㌻Ⅵ-1部3小埼茂樹14

II II　　別宮1ex目撃　23-Ⅴ-2004立岩幸雄

II II II lex目撃13-Ⅷト2004立岩幸雄

II II　　葛畑　多数目撃19-Ⅶ-2004近藤伸一

II II　　梨ケ山3♂1♀　26-Ⅴ-19餌木下賢司14

養父市大屋町中間14

II II　杉ケ沢　1♀　30-Vト2001近藤伸一

朝来市生野町栃原　1♂　6-Ⅵ-1974尾崎　勇14

丹波市青垣町粟焼山　　　24-Ⅵ-1953越知研一郎14

ギンイチモンジセセリの周年経過

[案 � � 
上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下

4月　　　　5月　　　　6月　　　　7月　　　　8月　　　　9月
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ホシチャバネセセリ

動や日光浴を行うが、個体によって占有する葉の場所

にこだわるものと、全くこだわらないものがある。飛

び方は極めて敏速である。

【幼虫の生態】

卵は食草の低い位置の葉裏に1卵づつ産みつけられ

る。嬬化した幼虫は、葉を裏側に巻いて、葉表を外側

にして造巣する。これは他のセセリチョウ類と異なる

習性である。例外的に小さな株の頂上に近い小さい葉

を表側に巻くこともあるという。

冬期は幼虫が食草の枯れ葉で造った巣の中で越冬し、

翌春から摂食を始め成長する。蛾ま食草の葉の先端付

近の葉裏で帯蠣となる。

【食餌恒物】

県内で確認された食餌植物はオオアプラススキ(イ

ネ科)で、大きな株よりも木陰に生える貧弱な株に幼虫

が多い。例外的にススキも食草となっている。

【成虫の吸蜜腫物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

(フジウツギ科)ブッドレア, (モクセイ科)イボタ,ネズミモ

チ, (ユキノシタ科)ウツギ(バラ科)シャリンバイ, (キク科)ノ

アザミ,ヒヨドリバナ,ヒヤクニチソウ,(マメ科)シロツメク

サ, (サクラソウ科)オカトラノオ, (ユリ科)ネギ,

その他では獣糞を吸汁しているのが観察されている。

漢　採集記録

三国岳　　　　　　　　　　　　山口福男14

多可町加美区伽美町)千ケ峰2♂ 16-Ⅶ-1961猪股源一14

ホシチヤバネセセリの周年経過
発生個体散
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漢　音　看 � 
臆「「漢 � 
上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下

6月　　　　7月　　　　8月　　　　9月
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姫路市夢前町雪彦山　1♂　5-Ⅸ-1960中谷貴寿14

神河町(大河内町)砥峰　　3♂　26-Ⅶ-1981山本正勝14

宍粟市波賀町水谷東山高原　- - -　　　14

上郡町大杉谷

〃　野菜

佐用冊頂き盛

佐用町海内

II　若州

佐用町奥海

1♂　3-Ⅷ-1966木下醐14

1♂　28-Ⅵ-1970木村三郎14

2♂ 17-Ⅵ-1972米付和繁14

1♂3♀ 19一Ⅵ-1977相坂耕作14

14

佐用町(上月町)久崎　1exs下旬-Ⅵ-1942山本広一14

II II　天目山　1exs　24一Ⅵ-1950山本広一14

II II　上秋里　1♂　14-Ⅵ-1980西　隆広14

佐用町(南光町)東徳久城山田倉谷　　春井博文14

豊岡市日高町金山　2♂　8-Ⅶ-1978谷角素彦14

II II　黒田　　1♂　19一Ⅵト1992永幡嘉之14

香美町村同区(村岡町)耀山　4♂ 14-Ⅶ-1978猪股源一14

II II　満州山　l♂　21-Ⅶ-1989徳岡正巳14

養父市大屋町若杉　1♂　30-Ⅶ一1956中尾　淳14

II II　杉ケ沢　1♂　24-Ⅶ-1977広畑政巳14

養父市(関宮町)梨ケ山1♀ 25-Ⅶ-1986永幡嘉之14

II II　葛畑　　　　　　　　　　　小野克巳14

II II　葛畑北牧場1♂　8-Ⅷ-2000山下剛史14

II II　別宮　　1♂　8葛Ⅶ-1984小野克巳14

II II　大久保　　　　　　相坂耕作14

朝来市生野町栃原　1♂　1-Ⅶ-1973尾崎　勇14

// //大外　2♂l♀　22-Ⅶ-1962小佐々茂14

丹波市青垣町粟鹿山14

II II鳥峠14

例記した採集記録の他に、養父市(関宮町)鉢伏山、豊岡市日

高町神銅山、宍粟市千種町三室山山麓、朝来市和田両町藤和、

朝来市生野町黒川、生野峠、佐用町(南光町)下徳久、瑠璃寺な

どでの採集記録があるように聞くが詳細がわからないため採集

記録としては上げていなしヽ
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( 7助肥1Icus 」eonIn胎1eα7In胎)

看　分布の状況

国外では朝鮮、中国からロシア極東地域に分布する。

国内では北海道西部、本州、四国、九州に分布する。

近畿地方では滋賀県まで分布の空白地帯がある。

環境省のレッドリストでは準絶滅危惧、兵庫県版レ

ッドデータープックではCランクに選定されている。

県内では中西部の中国山地沿いに点在しており、

1973年になって東部の猪名川町三軍山からの報告があ

るが、その近辺からの採集記録はその後確認出来てい

ない。

喜　生息環境

草原に樹林が混在する環境や林縁部になどに生息し、

佐用町(南光町)上三河、宍粟市一宮町福中など標高200

mへ300mの産地もあるが、その大半は400m-600mで

ある。次種へリグロチヤバネセセリとの混横地は朝来

市生野町栃原、神河町(大河内町)砥峰、峰山、宍粟市

波賀町東山高原、姫路市夢前町雪彦山、新温泉町(温泉

町)扇ノ山、養父市(関宮町)氷ノ山、養父市大屋町天満

などがある

■　生態

【成虫の発生時期】

年1回6月下旬頃から羽化を始め、7月上旬から下旬に

かけてピークがみられ、 8月下旬まで記録がある。

l令幼虫が葉を糸で綴った繭状の巣を作り、越冬す

る。

【食餌植物】

県内での食餌植物は確認されていないが、カモジグ

サなどのイネ科植物を食草にしているものと思われる。

【吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物はないが、他県ではアザ

ミ、ヒメジョオンなどの花で吸蜜しているのが観察さ

れている。
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スジグロチヤバネセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-1 000m

800-900m

700-800 m

600-700m

500-600m

400-500調

300-400m

200-300m

l OO-200m

O-1 00m
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スジグロチヤバネセセリの垂直分布
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'一日碑峨河8L6十m-9[ PI　迎撃巾尊影準// //

▼旧荘園毀乙86上皿-8丁古さpL破韻駁撃血乾璃聖堂挙

ゥ一朗　音訓単

ゥ総仕事巾886上皿-乙乙　ピI乙
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ゥ細事巾ウ86I-皿-詔∴ピ1
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印薄日卦ヰ詳996丁-払-9乙　β丁

帆Y賞辞身§L6上皿-乙∴ぜ)置
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呼野// //

串毀山号一里蛍単
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由、「/丁　ll

巾軸　Il

刺敢(血的哩Y)申出出
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ヘリグロチヤバネセセリ

ヘリグロチヤバネセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-1 000m

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

l OO-200m

O-1 00m

0　　　　　5　　　　　10　　　　15

ヘリグロチヤバネセセリの垂直分布

■　採集記録

用西前出会1♂　　　26-Ⅵ-1958日中　韓14

II　東谷14

猪名川町大路次渓谷5♂ 26一Ⅵ-!958田中　蕃14

ヘリグロチヤバネセセリの周年経過

箕生個体散

120

100

80

60

40

20

0

上　中　下　上　中　下　上　中　下

6月　　　　7月　　　　8月

II　民田　2幼虫　3一Ⅵ-2000山岡万寿夫179

宝塚市武田尾　1♂　27-Ⅵ一1鎌旧法西　活動

II　西谷14

西宮市塩瀬町木之元1♂ 26-Ⅵ-1製陶法西　活動

II　塩瀬町名塩1ex(日)l一Ⅶ-2000 841

【神戸市】

東灘区住吉14

灘区摩耶山桜谷　　　　　1938増田　寛14

中央区布引14

II　森林植物園1♂ 10一Ⅶ-1988山本正勝14

II　山本通　l♂　22-Ⅵ-1985杉本雅志都

II　再度山　　2♀ 10-Ⅶ-20007①

北区道場町　1♂2♀　7-Ⅶ一1敦遮奥田剛士14

II　道場町千刈貯水池2幼虫重3-Ⅴ-2000山岡万寿夫710

II　山ノ街14

多可町加美区伽実印千ケ峰1♂ 4-Ⅶ-1959岡本　滑4

姫路市夢前町雪彦山　　　　　14

II　神種　3幼虫15-Ⅴ-2004山岡万寿夫919

II　萌野　3幼虫15-Ⅴ-20槌山岡万寿夫919

姫路市安富町関　　1♂　8-Ⅶ-1978広畑政巳14

市川町笠形山

神河町(大河内町)砥峰　1♂　20-Ⅶ葛1975石井為久14・

II II　峰山　l♂　23-Ⅶ-1962岩村　巌14

20　たつの市揖保川町原　4幼虫　26-V÷2001山岡万寿大師

箇所数　たつの市御津町窒津l♂ 17一Ⅵ-1994山岡万寿大郷

宍粟市山崎町清野　5幼虫　6-Ⅴ-2002山岡万寿夫躯

宍粟市一宮町志倉2幼虫　Ⅵ-1978若林守男14

宍粟市波賀町水谷東山南條2♂ 16-Ⅶ-1978広畑政巳14

相生市三波山　1♂ 19-Ⅷ-1981苦木隆幸14

II　佐方　　1♂　2-Ⅶ--1972松村邦正14

II　大谷町　　3♂　25-Ⅵ一1966米付和繁14
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鄭青　書
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ゥ1前側⊥巾066上皿-§∴p乙悠々吐血壁画出獄調

印笹　軸習8L6ト皿-I　〕P乙　遡弧咄高市出薄暗

肝一事平山鎚6上皿一9　古I晰土地(血迷胆)担ポ脂

pI巾/准(山号閲)里汚費

剛直義⊥半開悔し肌-9　ピI蟄主上偶暫平出討費

"Z掌勘准Z66「H^工購∴p9　　敦J7螢// //

印掌尊影車鮪6上皿○○　も丁　　巾/堕(山背駅)血管秋蜂

9roZOOZ-IA-ZZ∴uPI　　　苺柴// //

一助艶喫IOO乙-払-8乙　p8　巾揮(山野瑛)血背部堆

関学掌生餌巾IOO乙-A-七置　中略I　哲(血甜畢)図封畢山善畢

ゥ1蛾型劫、「′ 8弧-皿-§　X∂I　堪血妊掲出曲高

調笹　蜘習8L6上皿-9乙　`〕乙

難事単色関山乙OO乙-^-蹄∴申略I

個碑田河6L6ト山一蒋　しPI

即日碑卸町6L6ト払-ウ乙　p暮

ゥ枚挙土一撃的6ト払-ウ乙　pウ

寄一箆　劫習8L6十重A叫8　β乙

血軸雑聖凶寄

Y鞄(血推理)山田割

勘蜂亜// //

猪囲// //

苗准⊥ // //

宙准丁// //

軸Y (同日丁)血曲訊

詳単色関山800乙-^巾1軍略ウ　　離島Il

pI可動∴亜886上皿-9乙　もI　　　嫡批II

頃鮮半々劫ウL6上皿-七乙　pI　　　皇道血腫丁

6I6節曲率艶聞鵬一肌-9　SX謁∴∴∴∴苛II

毒草単色関山800乙-A-0I　軍略千∴ i劫峨Il

地学善女圃巾866ト払」)乙　XeI　　挫戟Il

'1耳階出端8L6○○IA-9I P丁　　　劃昂/I

Ⅲ耳畔増討乙L6上皿-I　古lビI　哲西岬Il

飢百滴勘河6L6上皿-8　`⊃I　　　和国Il

帆日碑勘町6L6上皿-8　ロー　　　日華理数暫

躯IOO乙-A」乙　SX∂乙∴∴抵翻儲Il

"硝乎jy劫8L6トIA-9I f)I mu早//

印諸口弁士非9郭上皿-8∴p8也、阿融粛軍Il

石ネオをゝ/人士口々石、-



コキマダラセセリ

114コキマダラセセリ

(Ochlodes venatus venatus) 

凡 例

・ 採集地点

△ 山(1000m以上）

△ 山(1000m未潰）

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、東アジアからヨ ー ロッパにかけて

広く分布する。 国内では北海道、 本州に分布する。 近

畿地方では滋賀県伊吹山周辺から中国山脈の東端まで

分布が途切れ空白地帯になっている。

兵庫県版レッドデー タ ープックではCランクに選定

されている。

県内では中北部、 西部に局所的に分布している。

■ 生息環境

山地の明るいススキ草原や湿地周辺の草原などが

要な生息地である。

上郡町富満の記録が県内では南限で、標高も300mと

低いが、 それ以外の生息地は500m,...._,800mの山地の草

原である。

＼
、
県口

勾

京都府

■ 生態

【成虫の発生時期】

成虫は6月上旬頃から発生を始め、 7月上中旬がヒ
o

_

クで、 8月上旬まで見られる。 年1回の発生である。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物はススキだけである。 8

月に採卵したものをススキの鉢植えでにネットで股い

飼育をすると、 順調に育ち11月中旬には15mmの幼虫に

なった。 ススキの当年の葉は枯れるが根本に新しい芽

と葉があり、 その葉を絡めてその中にいる幼虫と、 枯

れた葉と葉を絡めてその中にいる幼虫が確認できた。

【成虫の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（マメ科）カラスノエンドウ、（キク科）ヒメジョオン， アザヽ

コキマダラセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-1000m

800-900m

700-BOOm

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m
L 

゜ 2

 

3 4 5 6 7 

箇所数

コキマダラセセリの垂直分布
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【i弥配的尊】

o曾呼子官

主章句千日’鎗_ 4二千王佐蛍旬⊥百8、哩匂呼匂噂蛍吟丁
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ホソパセセリ

116ホソバセセリ

(Isoteinon lamprospilus lamprospilus) 

ホソバセセリの周年経過

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 台湾、 中国 大陸、 ベ トナムなど

に分布する。 国内では本州、 四国、 九州に分布する。

県内のほぼ全域に分布するが、 分布は比較的局所的

で、近年減少が激しく、見られなくなった地域も多い。

淡路島にも広く分布し個体婆［は比較的多い。

■ 生息環境

低山地のやや明るい疎林の林床や林縁の草地、 山道

や渓流沿いなどが主要な生息環境である。 農地周辺で

も見られる。但馬では海岸に面した斜面の草地にも生

息している。

■ 生態

【成虫の発生時期】

成虫は6月下旬ごろから発生し7月中旬が ヒ
°ークで、8

月上旬頃まで見られる。 年1回の発生である。

【交尾例】

1991年7月14日に蓑父市（関宮町）大久保の草原で観

察した例では、 16時過ぎ、 か早が正反対の方向を向い

ており、 両方が同時に羽ばたくため飛べなかった。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物はススキだけである。

【吸蜜植物】

多数の植物で吸蜜しているものと思われるが、 県内

で観察されたのは（キク科）ヒメジョオン，（シソ科）ウ

ツボグサ， （サクラソウ科）オカトラノオなどがある。

発生値体数
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中下上中下上中下上中下上中
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オオチャパネセセリ

118オオチャパネセセリ

(Polytremis pellucida pellucida) 

■ 分布の状況

日本特産種で北海道、 本）小1、 四国、九州の山地から

平地にかけて広く分布する。

県内でも広い区域に分布するが、 淡路島での個体数

は少ない。

1990年頃までは個体数が多く、 山地に入ると一番最

初に目につくほど個体数の多い種であったが、 最近は

個体数の減少が著しい。 神戸市中央区諏訪山公園にお

ける観察では、 1990年頃まではよく見られたが、 その

後減少し、 見られなくなり、 1997年に回復の兆しが見

られたものの、 1998年以降はまた見られなくなった。

■ 生息環境

比較的明るいササ原や草原を生息場所として、 山地

から平地にかけて広く分布する。 林縁部の草地や林道

周辺などでよく見かける。

イネも好んで食べるのにイチモンジセセリのように

イネの大害虫にならないのは、 全く開けた明るい場所

を好まないためと思われる。

【成虫の発生時期】

6月中旬,.._,10月にかけて年2回発生する。

第1回目は6月上旬頃から発生を始め、 6月下旬がヒ·-

クで7月下旬頃まで見られる。第2回目は8月下旬頃から

あらわれ、9月中はよく見られるが10月にはいると少な

くなる。

【食餌植物】

県内で確認された食餌植物はチシマザサなどのササ

類とススキである。

【越冬の生態観察から】

1980年12月7日に相生市天ケ台でススキにて幼虫を

発見。 密生しているススキから見られず崖に生えてい

るススキから発見できた。 幼虫は葉を2枚"-'3枚綴り

巣をつくっていt� 枯れた葉には巣はなく株から生え

ている緑の葉を綴っていt� 巣から出て動いている幼

虫もあった。 温かい日には摂食するのかもしれない。

持ち返って部屋の中で飼育すると摂食し、 糞も見られ

た。

年の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（ユキノシタ科）ノリウツギ，（フジウツギ科）フジウツギ，（サク

ラソウ科）オカトラノオ，（キク科）ノアザミ， アザミ，（ツルナ科）

マツバギク

オオチャバネセセリの周年経過
発生値体数
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ミヤマチャパネセセリ

119ミヤマチャバネセセリ

(Pelopidas jansonis) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国東北部に分布する。 国内で

は本州、 四国、 九州の平地、 山地に広く分布するが、

生息地は狭く限られる。

県内では、 日本海に近接した豊岡市城崎町から瀬戸

内海に面した低地まで、 淡路島を除く広い区域に点在

するが、 いずれの地域も生息地は限られ個体数も少な
v ヽ0

兵庫県版レッドデータ ープックでは要注目種に選定

されている。

西播磨北部から但馬にかけての山地に記録が集中し、

丹波地域に空白区域が見られる。 県内のミヤマチャバ

ネセセリはもともと個体数の少ない種であったが、 近

年は特に減少したようで、 氷ノ山山麓周辺以外はほと

んど見られなくなっている。

■ 生息環境

渓流沿いの農地、 林縁部の草地や山道、 山地の草原

など色々な環境で見られる。 垂直分布も赤穂市や姫路

市南部のような市街地に近接した低地から1000mを超

す嵩標高地までみられ、 生息環境に明確な特徴がみら

れない。

個体数は少なく、生、即也の特徴も分かりにくいため、

県内の蝶の中では観察の困難な種といえる。

■ 生態

【成虫の発生時期】

5月中旬,...,_,8月にかけて年2回発生する。

第1回目は早いものでは4月下旬から現れるが、ヒ
°
ークは

5月中旬で6月中旬まで見られる。 第2回目は7月中旬頃

からあらわれ、8月上旬がヒ
°
ークで8月下旬まで見られる。

【成虫の生態】

日の当たる草原の中心部で他のセセリチョウ類やヒ

ョウモン類と混生する。活動の時間帯は午前8時から午

ミヤマチャバネセセリの県内分布

標高

1000m以上

900-1000m

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m 
"

゜ 2
 

4
 

6 8
 

10 12 

箇所数

ミヤマチャバネセセリの垂直分布

後5時ごろまでである。 雄は周辺と裔さが異なる（高い

か又は低い）見通しが良くて付近に障害物が少ない

場所でテリトリー行動を行う。
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ミヤマチャバネセセリ

【食餌植物】

他県では主としてイネ科のススキを食草としている

のは確認されているが、県内では確認されていない。

【成虫の吸蜜圃捌

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

(キク科)ノアザミ,ヒヨドリバナ,(サクラソウ科)オカトラノ

オ, (ユリ科)オニユリ

ミヤマテヤバネセセリの周年経過
舞生き体鎮

臆臆臆臆臆I漢 
臆■il 
臆臆臆臆漢　看l臆臆臆臆臆臆漢　書■音臆臆臆臆 
臆臆■■!看i「看臆喜「1「「　園臆臆■ 
上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下

4月　　　5月　　　　6月　　　　7月　　　　8月　　　　9月

漢　採集記録

猪名川町槻並　　　　12-Ⅷ-1972小坂利明9

II　　上阿古谷1♂ 12-Ⅴ-1973長沼二郎9

II　　三軍山　　　　5-Ⅵ-1975小坂利明9

芦屋市蛇谷　　　2♂　6-Ⅵ÷1981西　隆広9

【神戸市】

六甲山地9

北区道場　　1ex日　4-Ⅵ-1983遠山　豊9

II道場町生野1♂　2-V葛1997山岡万寿夫712

東灘区御影　　　　　　　9

二木市大村　　1♂ 22-Ⅹ Ⅱ一1988永幡嘉之9

加古川了聴方町　　　　　　　　　高嶋　明9

多可町加美区切口美町)三国岳1♂1 ♀ 30-Ⅴ-1959猪俣源一9

多可西脇地方　　　　　　　9

姫路市広畑区才　1♂ 13「VI-1981広畑政巳9

II　南山田　1ex 19-Ⅶ「1980近藤伸一9

II　京見山　　2♀ 11-V-1980稲田和久偶

姫路市夢前町雪彦山　2exs　　〇〇〇 9

296

福崎町七種山　　　　1cx　26-Ⅶ-1988森下泰治9

神河町(大河内町)川上1♂　8-Ⅵ-1975広畑政巳9

宍粟市山崎町蔦沢　5♂1♀　24「V-1975岩村　巌9

II II　与位　　　　　1ex　8-Ⅷ-1985近酎中一9

宍粟市一宮町福知　　1♂ 18-Ⅴ-1975岩村　巌9

II II　小原　　　1♂1♀　27-Ⅴ-1975岩村　巌9

宍粟市波賀町音水　　1♂ 11-V-1975尾崎　勇9

〃　II　赤西渓谷　　　1♂　21-Ⅶ-1984唐土洋一9

I/ /I　平桑　　　　　1♂ 18-V-1980近藤伸一9

宍粟市千種町三室山2♂1♀　㌻Ⅵ-1975尾崎　勇9

相生市三波山　　　　1ex　29-Ⅳ-1973佐々木薫9

II　光明寺　　　　1ex　4-Ⅴ-1974佐々木薫9

II　矢野町能下　　1♀ 14-Ⅷ-1982唐土洋一9

赤穂市周世

佐用町奥海

豊岡市矢次山

豊岡市城崎町来日

II II　来日岳

II II　元薬師奥

豊岡市日高町三川山

II II　金山峠

豊岡市出石町桐野

香美町香住区(香住町)

新温泉町(温泉町)扇ノ山

香美町村同区(村岡町)

II II　耀山

3♂　29-Ⅷ-1982広畑政巳9

1ex　31-Ⅵ【-1981高島　昭9

16-Ⅵ-1968吉田9

1♀ 14-Ⅴ-1975木下賢司9

27-Ⅴ-1975木下賢司9

15-Ⅴ-1975木下賢司9

9

3一Ⅷ-1977谷角素彦9

1♂　㌻Ⅵ-1974木下賢司9

御崎1♀　26-Ⅵト1987永幡嘉之9

多数　-1955中谷賀寿9

黒田　一--9

2♂1♀ 12-Ⅴ-1978木下賢司9

II II　瀞川山　　　　　　9

香美町中代区(美方町)

朝来市和田山町竹田

朝来市(朝来町)奥田路

II II　神子畑

養父市大屋町若杉

II II　横行

II II　杉ケ沢

養父市(関宮町)福定

II II　氷ノ山9

II II　別宮

朝来市生野町栃原

丹波市柏原町鐘ケ坂　柳

篠山市電坊温泉

II　曽地奥

新屋1♀ 13-Ⅷ-2004山本　治

l♂ 15-Ⅴ-1946山本広一9

1♂ 18-Ⅴ-1975尾崎　勇9

15-Ⅴ-1976平尾英治9

2exs 12-V-1974佐々木薫9

1♂　8一Ⅵ一1974尾崎　勇9

1♂　8-Ⅷ-1982近尉中一9

1♂　5-Ⅷ-1988永幡嘉之9

1♀ 13-Ⅷ-2004山本　治

2♂　8-Ⅵ-1975広畑政巳9

3exs　7-Ⅴ-1972浜田一藤田9

1♀　5「Ⅷ-1973浜一当麻9

II　火打岩(小金岳と三岳の登山口付近)

1♂　6-Ⅵ-1965矢田　傭帥
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イチモンジセセリ

■　高砂市における成虫の観察記録

森田真澄(1975)の高砂市におけるイチモンジセセリ

の詳細な観察記録は次のとおりである。

【求愛行動】

求愛行動は花上や葉上で行われる。朝行われること

もあるが、ほとんどが午後からで、午後l時から4時の

間にピークを迎える。

求愛行動の様子

まず雄が雌の後方より頭部で雌の超を数秒に1回程

の周期で律動的につつくか又はつつくような仕草をす

る。それに応じて雌は超をやや開き3へ5秒間麹を振動

させる。そのパターンを何回も繰り返すが、大部分のカ

ップルはl分以内で離れてしまう。原因は他の雄が妨害

したり雌が拒否する場合が多いが、雌みずから求愛行

動を中止する場合もある。

求愛時間の最も長い観察例は1973年8月20日の雨の

パラパラ降る中で午後4時50分一5時5分までの約15分

間続けていた。

求愛行動から交尾

多くの求愛行動を観察したが求愛から交尾への移行

の場面を見ることが出来なかった。交尾は求愛におい

て余程の高揚が必要であり行き当たりばったりで交尾

が成立しないようである。

発生個体轍

【交尾について】

交尾時間

交尾の観察例として1973年8月の例は次の通り

17時20分一17時42分(8月20日)交尾時間22分

12時55分へ13時33分(8月21日)交尾時間38分

16時20分へ16時38分(8月26日)交尾時間18分

14時55分一15時29分(8月27日)交尾時間34分

16時55分へ17時15分(8月27日)交尾時間20分

16時30分へ　　　(8月28日)

17時5分一　　　　(8月28日)

16時29分一17時5分(8月29日)交尾時間36分

これらはすべて交尾の途中よりの観察であるから実

際にはもう少し交尾時間は長いことになる。

交尾中の行動

8月21日に例をとると13時10分頃から雌が雄の腹部

を左後肢でかくことが多くなり雄も時々、口吻を出し

入れする。その後雌も口吻を出し入れする。 13時20分

頃には雄、雌が別々の方向へ移動しようとするため引

っ張り合いのようなことをする。 13時33分に分離し、

雄は別の葉に静止するが雌は元の葉にl分間程いた。

交尾後の行動

8月20日観察したもので面白いのがあった。 17時42

分に分離してから2へ3分間、雄は尾端を葉に擦りつけ、

口吻を尾端にもっていき何かを吸っているような行動

を続けていた。これは吸いもどしと呼I封1,る行動であ

ると思われるが、吸収しているものが何かが問題であ

り、この場合交尾後であるから精液を吸っていたのか

もしれない。

イチモンジセセリの周年経過

_■■臆。■_1。_ � �菓■漢 � ��リ �� �」 ��リ ���■○○。。。臆_ 
上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下　上　中　下

4月　　5月　　6月　　7月　　　8月　　9月　　1〇月　11月
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イチモンジセセリ

【テリトリー】

テリトリー活動は葉上で最もよく行われ、 花上でも
行われる。 地面から50cm,,.._,lm50cm程の高さに静止し、

その占有場所に雄が侵入すると猛烈に追飛し、 もとい

た地点の近くにもどる。

15時,,.._,19時はテリトリー活動時間であり、特に夕方に

なるとヒ
° ヨンヒ

゜

ヨンと、 まるで跳躍するような異常な

飛び方になり、 占有地を防衛するのも強固になり、 他

の雄が一つの占有地に侵入した場合など、 付近にいて
テリトリー活動をしていた雄まで飛んで来て三つども

えや四つどもえの激戦になる。

しかし空が暗くなる19時頃になるとテリトリー活動

も終わる。またテリトリー活動をしている個体は翅を開

いて日光浴をしているものがほとんどである。

【睡眠と休息】

夜間の行動
1973年8月26日21時5分頃、 庭のモチノキの棄にlex

静止していた。 その個体は懐中電燈をあててよく見る

と触角を付け根よりぐるぐると1秒程の周期で回転さ
せていた。

8月27日1時にlexと同年8月27日20時39分にlexは燈
火に飛来した。

昼間の休息
1973年8月に観察した例によると12時�14時にかけ

て葉蔭に静止する個体が数頭あった。 これらは翅を閉

じて静止し活動性があまりないことよりテリトリー活

動をしている個体とは区別できる。
これらは高温のため活動性が低下したものであろと

思われる。

午前7�9時頃は、 日光浴をする個体が多く、 太陽に

背をむけて、 翅を開き傍に花があってもそれらの個体

は吸蜜しようとしない。

【個体数より見た日周性】

次表は庭の花壇に来た成虫の数であり、 明らかに日

周性が有在する。

花壇には百日草を主に多くの草花が花を咲かしてい
た。 しかし食草であるイネ科等の植物はほとんどなく

この庭は第一次的にはエサ場としての条件はあるが産

卵場としての条件はないことになる。
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時間別の成虫の行動

月で日
， 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

時 時 時 時 時 時 時 時 時 時

14 20 23 19 19 11 7 5 3 1 

8. 27 3 4 4 3 3 5 10 8 6 8 

23 20 19 16 16 12 ， 3 5 

8.28 5 4 2 1 1 7 6 13 7 

19 22 23 26 14 11 7 5 3 2 

8. 29 1 1 1 1 2 7 5 4 12 ， 

16 15 19 13 ， 8 2 ゜

8.30 4 4 3 3 6 12 14 8 

18 28 25 21 14 10 15 4 2 1 

8.31 3 5 2 1 6 6 5 6 1 6 

1973年調査 上段は訪花個体数

下段はそれ以外の個体数
この表は庭で発見した全個体を吸蜜する個体と吸蜜

しない個体に分けてプロットしたもので、 後者の内訳

として休息する個体、 テリトりー活動をする個体、 求愛

や交尾をしている個体等が含まれる。
しかしテリトリ—する個体と休息している個体など

は午後1.......,2時頃は区別がつかないものもいる。

また午前の吸蜜個体以外の個体はほば休息個体と見

てよく、午後の吸蜜個体以外の個体はテリトリー活動を
する個体が大部分であると見てよいと思う。 この他に
も個体数を調査した日もあったがほぼ同じ結果である

【占有性に関する考察】

一日の行動
早朝、 庭にいた個体は睡眠よりめざめると、 活動性

を高めるためか日光浴をする。 朝から昼まえにかけて

多くの個体がどこからとも無く観察地である庭に飛来

する。 この時間帯、 多くの個体は吸蜜する。
昼すぎから個｛材攻は減少し始めるが、テリトリー活動

を始める個体が多くなり、 夕方はほとんどが占有性を

持つ個体で占められ、 吸蜜する個体はほとんどない。
暗くなるころテリトリーは消滅する。

テリトリー活動と交尾場所との関連
前述の交尾8例でいうと、 テリトリー活動をしている

個体が占有地で交尾していたものが3例で、 他の5例は

花壇で交尾していた。
占有地を持っている個体も、 花上で吸蜜しているよ

うな占有地を持たない雄も、 近くに雌が飛来してくる

と求愛行動をとることがあり、むしろ後者の方が多い。



イチモンジセセリ

この行動は午後に限定され、午前では雄が吸蜜してい

る所に雌が飛来してきても求愛はおこらず、2個体とも

ども吸蜜する。

交尾とテリトリー活動の時間帯との関係

占有性の最も激しくなるのは夕方頃である。一方交

尾の時間帯は午後である。交尾時間とテリトリー時間は

重複しているが、その交尾がすべて占有地内で行われ

る可能性は少ない　占有性にも強度があり、昼すぎ頃

などは弱い

またテリトリー活動の最盛期である夕方頃は庭にい

る個体のほとんどがテリトリー活動をしている個体で

雌は全くいない。

テリトリー活動の意味は

結論として推定されることは占有性を持つことによ

って交尾を引き起す確率が高くなるだろうが、占有性

そのものはあまり交尾には関係がなさそうである。
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